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「
下
水
道
促
進
デ
」
は
¥
家
庭
の
下
水
や
工
場
の
排
水
な
ど
を
生
物
学
的

に
処
理
し
て
¥
公
害
の
な
い
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
約
束
す
る
下
水
道

に
つ
い
て
¥
国
や
県
・
市
と
地
域
の
皆
さ
ん
、
ガ
一
体
と
な
っ
て
考
え
、
そ
の
効

果
的
な
整
備
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
H

市
民
運
動
の
日
H

で
す
。

よ
ご
れ
た
水
に
新
し
い
生
命
を
吹
き
こ
み

美
し
く
豊
か
な
自
然

快
適
な
環
境
は
・
・
・
・
・
・
下
水
道
で

の社
こ水会わ
こをのた
で使活し
使い動た
わまのち
れすなは
fこか
7]( て、、 日
を、常
そたの
の く生
ま き活
ま んや

自
然
に
流
し
続
け
る
と
、
川
や
海
は

よ
ご
れ
を
増
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

や
が
て
は
生
活
に
必
要
な
き
れ
い
な

水
が
欲
し
い
と
き
に
、
手
に
入
れ
る

浄水管理センター (松山町〉

下水管によって集められだ下水を滅菌し、無害な水

として大村湾へ放流します。

こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

必
要
な
水
を
、
い
つ
ま
で
も
き
れ

い
な
ま
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
よ
ご
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て

い
く
た
め
に
生
ま
れ
た
施
設
が
「
下

水
道
」
な
の
で
す
。
下
水
道
施
設
は

よ
ご
れ
た
水
を
下
水
管
を
通
し
て
終

末
処
理
場
に
集
め
、
科
学
的
・
衛
生

的
に
処
理
し
て
、
き
れ
い
な
水
に
よ

み
が
え
ら
せ
る
重
要
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

水
洗
化
の
工
事
は

一
日
も
早
<

進
め
ま
し
ょ
う

大
村
市
で
は
、
昭
和
同
年
4
月
か

ら
下
水
の
処
理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
処
理
地
域
と
し
て
告
示

し
ま
す
。
処
理
区
域
に
な
る
と
、
条

例
に
よ
り

6
か
月
以
内
に
排
水
設
備

工
事
(
風
呂
、
台
所
な
ど
の
汚
水
)

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
従
来

か
ら
使
用
し
て
い
る
。
汲
み
取
り
便

所
や
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
は
、

3
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
よ
、
つ
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
排
水
設
備
の
設
置

や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
改
造
の
義
務
付

け
を
す
る
こ
と
は
、
公
共
下
水
道
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
日
も

早
く
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
を
達

成
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

下
水
道
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
水
洗
化
の

工
事
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
'。

ご
利
用
く
だ
さ
い資

金

j
無
利
子

j

汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
す
る
場
合
は
、
改
造
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改

造
期
限
の

3
年
を
過
ぎ
る
と
、
原
則

と
し
て
無
利
子
に
よ
る
融
資
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
-
差
是
係

改

、とと

).Q 
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れ心
るし
こて
とト
がイ
なレ
くを
な使
りう
まこ
すと
。カf

で
き

豆豆

莫お供そにが使水清
に年はのなで用洗潔
も寄もたりきすトで
悩でちめまるるイ快
まもろ、すよこレ適
さ安 ん 子 。うとをな

がめまやにら処下よ家
え、す海しれ理水ご庭
り魚 。にて、場管れか
まやそ流かきにでたら
す;他のさられ集終水出iたれJlIいめ末はる
が
棲
む

と
が
で
き
る
清
流
が
よ
み

。て老濯*し怒〈おりまをS

道
路
や
庭
に
降
っ
た
雨
水
は
、
す
ば
や
く
下
水
管
に
流
れ

こ
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
雨
が
降
る
た
び
に
浸
水
に
悩

ま
き
れ
て
い
た
地
域
で
も
、
も
、
ヱ
女
心
で
す
。
浸
水
の
心

配
か
ら
開
放
さ
れ
ま
す
。

き
た
な
い
ド
ブ
や
ミ
ゾ
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

蚊
や
ハ
エ

の
発
生
を
防
い
で
、
疫
病
の
心
配
も
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
街
並
み
も
美
し
く
、
快
適
で
安
心
し
た

く
ら
し
が
で
き

ま
す
。

。包お色《毎回

智司
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下水道事業計画図と処理区域

事業認可区域
昭和49~65年度 (1190ヘクタール)

61年度末処理区域
752ヘクタール(63.2%)

水洗化状況 (62年 6月末現在)

町 名 世帯数
水洗化
町 名 世帯数

水洗化
町 名 世帯数

水洗化 町主 名 世帯数
水洗化

世帯 世 帯 世帯 世帯

久原 1丁目 986 200 武 部 町 545 107 諏訪 1了目 341 61 桜馬場 1丁目 163 134 

久原 2丁目 580 83 水主町1丁目 101 95 諏訪 2丁 目 506 54 桜馬場2-1日 255 78 

木場 1丁 目 499 3 水主町2丁目 305 295 諏訪 3T目 211 138 植松 1丁目 113 1 

E久島 1丁目 145 116 東 三 城町 186 150 池田新町 403 206 植松 2丁目 199 7 

王久島 2丁目 561 301 西 三 城町 236 181 池田 1丁目 226 36 植松 3丁目 519 71 

政島 3丁 目 174 63 城 町 308 143 池田 2丁 目 227 22 坂 口 田I204 5 

片 町 321 286 杭出津 1丁目 272 245 tム" 山 町 278 277 原 口 回J 655 169 

幸 町 43 43 杭出津2丁目 478 347 協 和 町 319 297 竹松本町 532 20 

須田ノ木 町 167 3 杭出津3丁目 286 182 草升木之 園 町 156 134 小路口町 492 279 

赤佐古町 270 74 水 田 町 311 217 松並 1丁 目 496 329 ぷ-，入 津 町 87 23 

西 本 町 170 109 古町 1丁目 187 113 松並 2丁 目 463 443 富 ノ原 1丁目 372 4 

本 町 187 126 古町 2丁 目 363 196 古賀島町 462 279 

東 本 町 358 323 乾馬場町 233 123 西大 村本町 308 151 
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宅戸<J~~ーザー(食白くず処理機)肱

使用できません

台
所
の
ゴ
ミ
は

流
さ
な
い
で

台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
、
残
飯

あ
る
い
は
天
プ
ラ
油
な
ど
は
排
水
管

の
詰
ま
り
の
原
因
や
、
終
末
処
理
場

の
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
デ
ィ
ス
ポ

l
ザ
l
(食
品

く
ず
処
理
機
)
で
処
理
し
て
、
下
水

道
や
下
水
槽
な
ど
に
流
し
た
受
口
、

露
目
や
溝
の
途
中
に
堆
積
、
腐
敗
し

て
詰
ま
り
ゃ
草
省
大
の
原
因
に
な
り

ま
す

⑦
溝
に
流
す
と
、
川
や
大
村
湾
の
汚

染
原
に
な
り
ま
す

の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い
①
台
所
の
ゴ
ミ
は
網
な
ど

で
取
り
除
き
、
ゴ
ミ
収
集
の
時

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
油
の
つ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど

は
、
一
度
、
紙
で
ふ
き
取
り
、

コ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
食
用
油
の
廃
油
は
、
紙
な
ど
に

吸
い
と
り
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
に
は

溶
け
る
紙
を

水
に
溶
け
な
い
紙
や
紙
オ
ム
ツ
、

タ
バ
コ
や
ガ
ム
、
ビ
ニ

ー
ル
な
ど
を

流
す
と
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

-Y
ル
コ
ー
ル
や

ガ
ソ
リ
ン
を
流
さ
な
い

揮
発
性
の
高
い
危
険
物
を
流
す
と

管
の
中
で
爆
発
し
た
り
、
管
を
損
傷

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
議
鵠
可

深
め
、
促
進
の
ム
ー
ド
を
盛
り
あ
げ

る
た
め
、
全
国
的
に
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
期
限

9
月
初
日
側
、
当
日
消

印
有
効

応
募
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
課
管
理
係

入
選
発
表

日
年
3
月
1
日
(
予
定
)

写

真

の

部

テ
ー
マ
下
水
道
に
関
す
る
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
な
写
真
(
汚
れ
た
川

が
、
下
水
道
が
で
き
て
良
く
な

っ

た
実
例
な
ど
)

応
募
資
格
制
限
な
し

作
品
キ
ャ
ビ
ネ

i
四
切
り
の
カ
ラ

ー
お
よ
び
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
、

応
募
点
数
は
制
限
な
し
、
組
写
真

は
3
枚
以
内
(
そ
の
旨
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
)

ワ'""

標

話
回

の

部

テ
ー
マ
下
水
道
の
促
進
、
そ
の
効

果
に
関
す
る
も
の

応
募
資
格
制
限
な
し

作
品
官
製
は
が
き
1
枚
に
作
品
1

点
(
は
が
き
の
枚
数
は
何
枚
で
も

可
)ポ
ス
タ
ー
の
部

テ
ー
マ
下
水
道
の
あ
る
風
景
ま
た

は
、
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
の
ポ

ス
タ
ー下

水
自
由
同
州
舗

便
利
な
口
座
振
替の
ご
利
用
を

下
水
道
に
流
す
下
水
道
使
用
料

金
は
、
原
則
的
に
は
水
道
使
用
水

量
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
が
、

井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場

合
に
は
そ
の
用
途
な
ど
を
調
査
の

、
?
え
認
定
し
て
算
出
し
ま
す
。

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
使
用
料

は
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
用

( 

作応
学入国*由品募
年れ下ポ 資
はて水ス B 格
文く道タ 4 
字だ促小
無き進に A ・
しいデは 2 中
で 。 I-，半IJ学
も 9 、生
可小の月 画
)学文 10 材
校字日 は
低を全 自

ぽ
，
身
母
札一

の
一
部
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
金
の
お
支
払
い

+品①
納
付
室
田
(
郵
便
は
が
き
)
に
よ

っ
て
、
指
疋
さ
れ
た
金
融
機
関

で
納
め
る

⑦
託
臼
さ
ん
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
さ
れ
る
口
座
振
替

が
あ
り
ま
す
。

お
忙
し
い
人
、
留
守
が
ち
な
入
、

共
働
き
の
人
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


